
日本学術会議第 26 期アクションプラン骨子（案） 

令和５年 12 月９日 

１． タイムリー、スピーディな意思の表出と助言機能の強化

２． 学術の発展のための各種学術関係機関との密接なコミュ

ニケーションとハブとしての活動強化

３． ナショナルアカデミーとしての国際的プレゼンスの向上

４． 産業界、NGO/NPO をはじめとする多様な団体、国民との

コミュニケーションの促進

５． 学術を核とした地方活性化の促進 

６． 情報発信機能の強化 

７． 事務局機能の拡充を含む企画・執行体制の強化 
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